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要         旨 

第一回の審査委員会（11月24日）では、フィクション鑑賞を説明す

る先行研究に対して提唱された申請者自身の主張（第六章）につい

て、先行研究に対する検討・批判にくらべて十分な議論・検討がなさ

れていないという批判がなされ、また引用されている心理学の実験

（第四章）の説明が不足していること、人名表記や註・引用の適切性

に問題があることが指摘されました。 

 申請者は、指摘された部分の加筆と修正を行い、特に自説である、作

品の内容に没入する心的機能と作品外部の文脈の背景知識を認識する

心的機能の二つの心的機能による鑑賞行為の分析と検討の部分が大幅

に拡張され、前者や後者が優勢である場合はそれぞれ、典型的鑑賞と

批評的鑑賞に対応し、それ以外に双方が弱い無関心の状況や、双方が

優勢と見えるマニアックな状況も統一的に説明できることが示されま

した。 

このような改稿がなされ、審査委員の再読と検討の結果、公開発表を

行うことが了承されました。 

 公開発表（2月7日）では、40分の発表と20分の質疑応答によって、申

請者は自説を明快に説明し、質問に対しても適切に回答しました。終

了後に開催された第二回の審査委員会では、一致して学位の授与が認

められ、お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科の学位、博

士（人文科学）、Ph. D. in Philosophyにふさわしいものと判断しまし

た。 
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（０可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２４条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 


